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7.6 旧王宮 『コマーレス宮』と 『ライオン宮』､ユスフ1世 (1333-54)､およ
びムハンマド5世 (1354-59,1362-91)
アルハンブラの旧王宮とは､イスラム時代の最後の王宮を指し､16世紀に着工
されたルネサンスのカルロス5世宮により一部取り壊されたものの､14世紀とい
うイスラム世界では極めて希有な中世の遺構として､世界的にも重要な位置を占
めている｡旧王宮とはカルロス5世宮の新王官に対する名称である｡このイスラ
ム王宮は5つのパティオをコアとして構成される｡西側から『入口のパティ』(図
1-1)､『マチュ-カのパティオ』(同図-2)､『黄金の間のパティオ』(同図-4)､『コマ-
レスのパティオ』(同図-5)､および 『ライオンのパティオ』(同図17)と呼ばれ､最
初の2パティオは廃嘘と化し､残る3パティオが現存する｡第2パティオの名称
はカルロス5世宮の建築家ペドロ･マテュ-カPedroMachuca(1490頃-1550)
に由来し､この場所に同建築家の仕事場があったとされている｡このマチュ-カ
の遺したアルハンブラ最古の平面図 (1527-42､図2)には計画されたカルロス
5世宮の他､増改築後の要塞部と旧王宮部が描かれている2｡
このマチュ-カ図面から推測できることは､『入口』と 『マテュ-カ』のパティ
オが既に廃嘘に化していたであろうこと､そしてメクスアール (行政部)と 『ラ
イオンのパティオ』北側の増改築がなされていたであろうことである｡前者に関
しては､15世紀から16世紀にアルハンブラを訪れた旅行者等の記述でも何ら語ら
れていない｡現在の定説では､これら2パティオは王宮の裏方､すなわち衛兵や
事務方の行政関係の諸施設があったであろうと推測されている｡それらの配置構
成は前項の離宮 『へネラリーフェ』に付属する王宮からの入口部に見られる2パ
ティオの構成にも類似する｡こうしたことから､極めて機能的なパティオであっ
たであろうことが推測される｡これらに比べ､現存する3パティオはパティオ空
間の至宝と評価できるものであり､その緊張した抽象的 ･詩的構成は計算し尽く
された旋律を奏で､訪問者を震擦せずにはおかないであろう｡
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1.入口のパティオ
2.マテューカのパティオ
3.メクスアール
4.義金の闇のパティオ
5.コマー レスのパティオ
6.コマー レスの間
7.ライオンのパティオ
8.二輪練の闇
9.ダラー 八の轟立合
-イスマイル
広田ユスフ1世
⊂:コムハンマド5世
- 三㍍ 鵠 世
図1 アルハンブラ､古王宮平面図 (Fernandez-Puertas)
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図2 同上､マテュ-カによる平面図 (BibliotecaReal)
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現在の定説では､古王宮は2つの王宮で構成され､一つはコマ-レスのパティ
オを中心とした 『コマ-レス宮』､もう一つはライオンのパティオを中心とした
『ライオン宮』と言われる｡また建設した王の名前から､前者を 『ユスフ1世宮』､
後者を 『ムハンマド5世宮』とも呼ぶ｡
『黄金の間のパティオ』
『黄金の間のパティオ』は約9×11mのすべて白大理石床の小空間であり､数段
掘り下げられた1辺約9mの正方形床面のその中央をさらに8角形に掘り下げ排
水用とし､その8角形掘り下げ部に接するかのように円形花弁状の水盤が床面す
れすれに置かれている｡その中心の噴水口から湧き出た水は､水盤を満たし､そ
こから溢れ､8角形の窪みに落ちて排水される｡パティオの東西面は開口部のな
い白壁､北面は3連アーチの柱廊であ
り､その背後に16世紀初めに改造され
た『黄金の間』が続く｡南面は『コマ-
レス宮』ファサード (正面､図3)で
あり､これは1369年のアルへシラスの
戦いでのムハンマド5世の勝利を記念
するものであった｡この正面の床面か
ら軒までの高さが約11.2m､反対側の
軒高約10.8m､そして側壁の軒高が約
9.5mあり､大げさに言えば､井戸の底
に入ったような穴倉のような空間であ
り､普通だったら､暗いじめじめした
感じが漂うことであろう3｡しかし､
白大理石の床､白壁､そして徹底的に
装飾されたファサードとその突出した
軒により､厳かな空間に転じ､水盤か
ら落ちる水の音に静けさのみが強調さ
れる｡糸を張り詰めたような静けさで
あり､その静寂にわずかな水の音が奏
図3 アルハンブラ､黄金の間のパティ
オ､コマ-レス宮正面
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図4 アルハンブラ､黄金の間のパティオ､『黄金の間』前廊
でられている｡
現在ではこのように見事な小空間と評価できるものの､このパティオが最初か
らの計画であったかどうかについては疑問が残る｡先ず､黄金の間が16世紀のキ
リスト教徒による改造であり､それ以前の状況が不明であること｡同間前廊の3
連アーチの柱頭が13世紀のグラナダ芸術初期に属しながらも､その柱頭が支える
上部構造のアーチや壁面装飾は次世紀のものであること(図4)｡コマ-レス宮正
面ファサードもまた14世紀後半のグラナダ芸術最盛期に属すこと｡そして､最大
の疑問が､これほど立派なファサードを穴倉のような場所に設けていることであ
る｡それ故､19世紀後半の修復担当建築家コントレ-ラスなどは､コマ-レス宮
正面前は現在のような閉じたパティオではなく､北側に開放された小広場であっ
たかのようにも記述している｡すなわち､黄金の間が存在しなかったという推測
になる4｡しかし､その小広場が存在したとして､この小広場にどのような経路を
通って人々が達することができたのかが問題となる｡いずれにしても､問題は容
易には解決されない｡
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『コマーレスのパティオ』
次の 『コマ-レスのパティオ』も
同じく白大理石床の清楚な空間であ
るが､約36.60×23.40mと巨大であ
り､細長の大きな池 (推定約34.5×
7.2×深さ1.4m)がその中央を占め
る5｡そして､池の長辺両側に沿っ
てはアラヤーネス (銀梅花)の長い
生垣を配す｡そのため､『池のパ
ティオ』とも､『アラヤーネスのパ
ティオ』とも呼ばれてきた｡南北の
短辺には7連アーチの柱廊があり､
北側にコマ-レスの塔｡その内部は
1辺11.30mの正方形平面､天井頂
部までの高さが18.22mと､宮殿最
図5 アルハンブラ､コマ-レスのパティ
オ､南面側 (北塔屋上から撮影)
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図6 アルハンブラ､コマ-レスのパティオ､北面側
大のクッパである謁見ホールである｡南側は上階にも7連アーチが架けられ､上
下アーケード間の中2階にも同数の開口部が設置される｡南側本体の建物はルネ
サンス王宮の建設で取り壊され､この棟の北側壁体のみが現存する｡東西の長辺
には2階建ての棟家が配され､その白壁に最小限の開口部が設けられている｡こ
の軒先端の高さ約7mで南北アーケードも含め､軒の高さが統一される｡南面は
1階アーケードと同面に中2階と2階アーケードが乗り､後者の軒先端までは15
mの高さを持つ｡北面は､アルハンブラ最大の塔で､謁見の間の入るコマ-レス
の塔が1階アーケードから後退し､21mの高さに奪える｡
池の南北の短辺中央に噴水があり､この噴水から水が注がれる｡かつては池の
中央にも噴水が存在した｡少なくとも1526年に訪問したナヴァジェロの記述に
よれば､池の中に噴水があった｡同記述によれば､現在はきれいに刈り込まれた
銀梅花の垣根になってい
るが､当時は銀梅花の他､
数本のオレンジの樹も植
栽されていた6｡また､
19世紀に出版された図
版にはよく茂った樹木が
見られるものもある (図
7)｡ただし､19世紀前
半はアルハンブラの修復
作業が始まっておらず､
庭園の手入れは行き届く
図7 コマ-レスのパティオ､19世紀前半の図版
(Vauzele)
ことなく､樹木はよく生長していたことであろうと推測される｡
幾何学的に刈り込まれた生垣は､イスラム装飾の幾何学化された植物文や幾何
学文と共通した特徴であり､特にこのパティオにはふさわしく思われる｡この幾
何学的抽象空間のパティオは今日の訪問者を驚かさずにはおかない｡ここに初め
て入る観光客たちは､国の内外を問わず､必ず驚嘆の叫びを発するのである｡
先ずプロポーションがよい｡それは単に平面的なプロポーションを指すのでは
ない｡敢えて言えば､空間的なプロポーションが絶妙である､としか言いようが
ない｡平面規模に対する東西株屋の高さ｡この高さがいかにもバランスよく､空
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間を閉じていながらも大空に開放する｡南棟の2層半の高さは完全に空間を閉じ､
衝立の役目を果たす｡そして北棟は前廊アーケードで空間を閉じながらも､空に
開放し､しかもその解放された空をコマ-レスの塔が閉じる｡閉じるが後退して
いる分､視界が開け､閉鎖されることはない｡次に､池のバランスもよい｡静か
に張りつめた水面｡両端の噴水から池に水が注がれ､その波紋が緩やかに広がっ
ていく｡水の落ちる小さな音色と波紋の動き｡その水面はコマ-レスの塔を映し
込んだり､南棟のファサードを映す鏡となったりして､空間の二重奏を演じる｡
そして､池の両側を縁取る常緑の生垣｡銀梅花のこの生垣は空間に彩りを添える
と同時に､空間を仕切り､池への接近を禁止するようであり､またそれにより､
池すなわち水を神聖化する｡さらに､床の白大理石と東西株屋の白壁が清涼感と
抽象感を与えるとすれば､南北のアーケードの繊細な石膏装飾は暖かさと色合い
を添える｡
一般の観光客は地上の1階を訪
問することしかできない｡上階に
上れるのは研究者の特権である｡
コマ-レスの塔の南側壁体は6層
になっており､7層目が屋上で､5
層目は西側の階段､中央の小ホー
ル､そして東側の部屋で構成され
る｡この中央ホールの南側中央に
2連アーチの唯一の開口部が床す
れすれの位置に設けられており､
日本と同じく床に座してパティオ
の眺望を楽しむことができる｡こ
の絶景を眺めることができること
が正に特権であろう｡王の居住空
間に想定されて然るべきものと推
測される｡
同様の特権が南棟にも想定でき
る｡中2階の天井高は僅か2.25m
図8 コマ-レスのパティオ､南棟上階から
の眺望
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程度｡西欧の建築では余りにも低い｡しかし､前記したように､イスラムの生活
は日本と同じく座式の生活様式であり､身長も日本人とそう変らないことを考慮
に入れるなら､首をかしげるほどの低さではない｡この空間は恐らく座してパ
ティオを眺めるだけの機能を持ったことであろうから､適切な高さとも言えよう｡
そして､この高さからの眺めは､低空飛行する鳥のように､現実界では想像でき
ない風景を観賞でき､それは今でなら低空飛行のハイビジョン映像で見られる光
景に類似するo上階の2階アーケード床の高さは約10.5m.この高さは上述した
コマ-レスの塔の5層目中央ホールの床高約11.5mと僅か1m程度の差である7｡
後者からの眺望がその前の屋根で足元か削られるのに対し､この南棟の上階から
は足下を含め全景を享受できる(図8)｡この高さからのパティオは天にも昇るよ
うな気持がするであろうし､大げさに言えば､この世のものとは思えない絶景を
提供する｡この特権を誰が享受するのか｡パティオの東西棟が4王妃の住宅に想
定されていることから､この南棟は王子たちの居住兼教育施設と一般には考えら
れている｡しかし､このパティオの眺望を前にしては､子供たち用であることに
納得できるものでない｡
『コマ-レスの間』が ｢謁見の間｣である以上､このパティオは公式行事､ある
いは国外からの親善や休戦締結等のために送られる使節団を受け入れる空間に
なっていたことであろう｡だとすれば､国の威信をかけた豪華さを誇示する必要
があり､またそれにふさわしい空間施設がこのパティオに違いないのである｡そ
こに到達するための玄関として､恐らく南棟は必要であっただろうし､時にはそ
うした使節団を驚かせる展望台として､この2階ギャラリーが存在したのではな
いか､と推測される｡2階からの眺望は正にそうした結論に導くのである｡
既に見てきたように､池を中央に配した空間構成はナサリ朝グラング王国では
伝統的なパティオ構成の一つであり､パティオの雛型と言っても過言ではない｡
しかしながら､このパティオも最初からこのように計画されていたかはすこぶる
疑問である｡
コマ-レスの塔の場所には､元々イスマイル1世 (1314-25)の小規模な宮殿
が存在した｡さらに､パボン･マルドナードは同じ場所にムハンマド3世による
塔が存在したとも推定する8｡この塔は城壁に付随し､構造的にも軍事的にも城
壁を補強する塔である｡既に見たように､こうした塔はパルタール下宮やベルセ
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ラーへ宮に存在するクッパ-塔と同じであり､その城内側にはパティオや庭園が
設けられている｡いずれにしても既存の塔 (クッパ)を取り壊し､現コマ-レス
の塔を新築したのがイスマイル1世の息子ユスフ1世であった｡規模は巨大化し
たものの､これもクッパ=塔である｡その前面に今日の池やパティオがあったか
どうかは判明していない｡壁面装飾に施された銘によれば､北側の本塔前の前廊､
及び南棟の前廊はイスマイル1世の孫､すなわちユスフ1世の息子ムハンマド5
世によって作られ､さらには装飾の特徴からコマ-レスの間と前廓の間に挿入さ
れたホール 『船 (底)の間』も後者の作品と推定される 9｡こうした装飾が建築
本体と同時期の作品であるならば､現コマ-レスのパティオはムハンマド5世に
負うことになろう｡そうではなく､装飾のみが改修されたとなれば､ユスフ1世
の手になることになろう｡残念ながら､こうした疑問点を解消するような資料に
不足しているのである｡
『ライオンのパティオ』
ライオンのパティオを中心とした
『ライオン宮』はムハンマド5世によ
る建設であり､一般には王位に返咲い
た1362年に着工され､1370年までに
は完成していたとされる｡事実､時の
大臣イブン･アル ･ジヤテイブはこの
王が国防や国家財政のことを忘れ､造
営に明け暮れていることを嘆いており､
1362年暮の建設状況は同王が1371年
までに造営した宮殿の半分にも至って
いないと記す10｡
ライオンのパティオの平面規模は
28.50×15.70m｡四周に回廊が走り､
その軒高は約6m｡中央に12体のラ
イオン像に支えられた噴水があり､こ
のパティオの名称となる｡この噴水は
図9 アルハンブラ､ライオンのパティ
オ､鳥轍
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図10 ライオンのパティオ､ロラン写真
(InstitutodelPatrimonioHist6rico
Espa氏ol)
図11 同上､ロラン写真 (IPHE)
水盤中央の噴水口のみならず､12
頭のライオンの口も噴水口となり､
水盤からこぼれ落ちる水がライオ
ンの体を濡らすと同時に､ライオ
ンの口から水がはかれる｡東西短
辺の中央に突出する泉殿にも噴水
があり､これは同辺回廊中央の噴
水と小水路で連結され､この小水
路が伸びてパティオ中心の噴水に
達する｡同様に､南北長辺中央に
はクッパがあり､北側 『二姉妹の
間』と南側 『アベンセラーへ族の
間』の中央にある噴水もまた､小
水路によりパティオ中心の噴水と
結合される｡これら4水路により
パティオは四分割され､｢四分庭
園｣である ｢十字路パティオ｣が
形成される｡
この ｢十字路パティオ｣は同じ
アルハンブラの旧サン･フランシ
スコ修道院やへネラリーフェの形
式よ りも､12世紀 のカステ イ
リェ-ホや14世紀のコル ドバ新
王宮のパティオ形式に類似するし､12-14世紀に改造されたセビーリヤの 『イン
ディアス通商院パティオ』や同じ14世紀のトルデシ-リヤス王宮のパティオを連
想させる｡しかし､ライオンのパティオの最大特徴は4周を取り囲む回廊､およ
び短辺中央には池ではなく泉殿が設けられていることにあろう｡全周回廊の形式
は､古代のエジプト神殿から古代ギリシアやローマに代表される地中海地域のパ
ティオ型住宅､あるいはスペイン･イスラムの世界では10世紀のコル ドバの大モ
スクのパティオやマディナート･アル=サフラの 『柱のパティオ』とか､12世紀
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図12 ライオンのパティオ､回廊アー
ケード (GiraultdePrangeey)
ムワッヒド朝のセビーリヤ･モスクの
パティオなどに見られ､中世キリスト
教修道院の中庭回廊では典型的な形式
として頻繁に見られる｡特に注目に値
するのは､同じ14世紀､ムハンマド5
世の友人であり､キリス ト教国力ス
テイ-リヤ王国のペ ドロ1世残虐王の
関係した三つの王宮､すなわちグアグ
ラハ-ラ王宮パティオ､トルデシ-
リヤ王宮 『ベルヘルの中庭回廊』､およ
びセビーリヤ王宮のペドロ宮パティオ
である｡最初のパティオは中央に池を
配した ｢十字路パティオ｣､2番目が短
辺中央前に小池を配した ｢十字路パティオ｣､そして最後が長軸に池を配した3分
割パティオである｡これら三者から､最初のパティオの中央池を噴水に､2番目の両
サイド小池を泉殿に置換し､最後のパティオの回廊をスケールダウンして｢十字路パ
ティオ｣に再構成すれば､『ライオンのパティオ』に変換されよう｡また､キリスト
教修道院では回廊に囲まれた中庭に泉殿が一般的に存在する｡以上のことから､こ
の 『ライオンのパティオ』はキリスト教圏と接し､しかも造営者のムハンマド5世
がイスラム世界に憧懐の念を抱くペドロ王と友好関係を持っていたという特殊な状
況下で生まれたものとも
想定できそうだ｡
しかしながら､このパ
ティオの最大特徴は124
本の白大理石円柱にある｡
この円柱は誠に華馨で､
その白く細長い様相は清
純な少女を連想させる｡
円柱の直径に対する高さ
の細長比は､ウィ トル 図13 ライオンのパティオ､円柱郡
101
ウイウスによれば､男性プロポーションのドリス式で5.5倍､もしくは6.5倍､ま
た後世には7倍､女性プロポーションのイオシア式と少女プロポーションのコリ
ント式では8倍､もしくは8.5倍とされる11｡ だが､実際のギリシア神殿のドリス
式になると､4.5倍程度の太さにもなる｡これらに対し､『ライオンのパティオ』
では12-14倍程度になり､その余りにも細身の柱身 (直径約18cm)の上下には何
本ものリング状のモールディングを施し､その細さをカモフラージュする12｡ こ
のことに若いころのガウディは気付き､次のように記す｡
｢アルハンブラ宮殿の写真を検討すると､円柱は細いため､柱身にモールディン
グを施すことにより柱頭部を長く見せ､柱身を短くしていることが観察される｡｣
こうした筆書な円柱の林立する構成から､他に類例を見ないユニークさと独創
性が生まれる｡円柱は直線部ではソロ(単)もしくはデュエット(二重)､コーナー
部ではトリオ (三重)もしくはカルテット (四重)で組み合わされ､柱間の間隔
も一定ではなく､リズミカルに変化する｡また､突出する泉殿が円柱列に重層性
を生み出し､円柱列で作られるスクリーンが反復しながら錯綜し､幾重にも重な
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図14 ライオンのパティオ､西側の 『モカラベの間』からの様相
り合う円柱の木立が空間に深みを与え､その先に光り輝く屋外のパティオ空間が
のぞき見られる(図13)｡また午前の朝日が差し込む時刻､隣接する 『コマ-レ
スのパティオ』から西側の 『モカラベの間』に入ると､突如､黄金に輝く列柱列
が目に飛び込み､その列柱のスクリーン越しに 『ライオンのパティオ』が見られ
る(図14)｡背景となる反対側の回廊が日陰で暗くなっている分､手前屋内側の円
柱列と繊細極まりない石膏浮彫の壁面装飾の輝きがいやがうえにも倍増される｡
｢十字路パティオ｣が楽園の象徴とするならば､誠に天国に入ったかのような夢
心地を抱かせることであろう｡へネラリーフェの 『水路のパティオ』､あるいは
『黄金の間のパティオ』や 『コマ-レスのパティオ』などとは異なり､ここは列
柱越しに見られるパティオであり､この建築装置によりパティオの景観を幾倍も
の美しさで享受できるのである｡
しかしながら､このパティオ
の当初14世紀のオリジナルの
状態が判明しているわけではな
い｡ 掲載されている図版でも
明らかなように､十字路で4分
割された4区画が植栽庭園で
あったのか､あるいは19世紀や
今日のように､小砂利の区画で
し､1779年に出版したスウィン
バーンの図版(図15)によると､ 図15 ライオンのパティオ､18世紀の図版(Swinbume)
パティオ全面が床石もしくは陶
板で敷詰められ､植栽もなければ､小水路は短軸にのみ描かれ､十字路は形成さ
れていない14｡また､1501年にアルハンブラを訪れたアントアン･デ ･ラレンは
次のように記す｡
｢アルハンブラは大変大きい｡小さな都市のようだ｡内部には2つの住宅群が
あり､その一つは 『ライオン』区と呼ばれる｡そこには白大理石敷きの四角いパ
ティオがあり､その中央の同じような大理石で舗装された泉からは水が湧き出､
同材の12体のライオンの口からも泉の水がはき出される｡ライオンの上には大
103
きな水槽があり､そこにある管を通し前記ライオンに送水される｡それはうまく
作られている｡また､パティオには6本のオレンジがあり､それらの木陰はいつ
も涼しく､人々 の太陽の暑さから逃れる場所となる｡このパティオの周りには白
大理石敷きの回廊と同材の250本の円柱がある｡｣15(傍点は訳者による強調)
最後の ｢250本の円柱｣の記述からも明らかなように､ラレンもまた､このパ
ティオの特徴を円柱と考え､その多さを､実際の124本でなく､250本と強調する｡
これは単なる誤りであろうが､ラレンの受けた印象が率直に顕現されているとみ
ることができる｡そしてこの記述で明らかになることは､回廊のみならず､パ
ティオもまた白大理石で舗装されていたこと､およびその大理石パティオには6
本のオレンジの樹が育っていたことだ｡これはキリスト教徒に征服されてから
10年目の記述であるから､イスラム時代も同様であったことが推測される｡
1525年 に訪問 し たナヴ ァ
ジエロも｢(コマ-レスのパティ
オと)同じく美しい大理石張り
の｣パティオ16と記 し､また
1600年に出版した書でマルモ
ルも ｢雪花石膏で全床面敷かれ
たパティオ｣17と記述する｡雪
花石膏は光を通すような大理石
であり､アラバスターとしても
知られる｡したがって､16世紀
は少なくとも大理石床張りパ
ティオであり､この状態が1779
年の図版の時代まで存続したよ
うに考えられる｡しかしながら､
19世紀に出版された平面図で
は､『ライオンのパティオ』が四
分割の植栽庭園のように描かれ
ており､タイロー (1789-1879)
やロバーツ (1796-1864)の図
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図16 ライオンのパティオ､タイロー図版
(19世紀前半)
版 (図16･17)にも繁殖する植
栽庭園が出現する18｡ また､
1832-33年に訪れたジロー ･
ドゥ･プランジェは ｢バラの木
とジャスミンと銀梅花で縁取ら
れた4つの通りはライオンの噴
水に達する｣と記述する19｡ し
かしながら､1860-70年代に撮
影されたロラン写真集 (図10-
11)では植栽は見られず､さり
とて大理石敷きでもなく､現在
図17 ライオンのパティオ､ロバーツ図版(18
世紀前半)
のような小砂利敷きか､あるいは刈り込まれた芝生であるかのようにも見える｡
また､1970年代には植栽庭園 (図14)が復活しており､現在は小砂利敷きでコー
ナーの4隅には低木 (図13)が植えられている｡
したがって､現在のパティオからイスラム時代の様相を想定することは難しい｡
少なくも､16世紀は白大理石舗装であったことから､イスラム時代も同様であっ
たとする推測は可能である｡しかし､ムハンマド5世の14世紀後半も同一であっ
たとする根拠は全くない｡特に､同時代に建設されたセビーリヤ王宮ペドロ宮の
『ドンセ-リヤスのパティオ』が当初3分割され､両側には落ち込んだ植栽庭園
が存在したのだが､1584年には総大理石敷きのパティオに改造されていたことが
判明した以上､『ライオンのパティオ』もそうであった可能性を否定できないので
ある｡なぜなら､｢十字路パティオ｣では4分割の植栽庭園をもつことが伝統で
あったと想定できるからだ｡その場合､植栽庭園部の落ち込みがセビーリヤ王宮
でのように深いものであったのか､あるいはへネラリーフェのように浅いもので
あったのかという問題も提起される.さらに厄介なことは､パボン･マルドナ-
ドからつぎのような推測が提出されていることだ｡『ライオンのパティオ』以前の
12世初頭にすでに四分庭園が存在し､ナサリ朝の諸王はこの既存庭園を再利用し､
ムハンマ ド5世が現在のパティオに改造したという推定である｡しかも､セン
ド-ヤの発掘調査によれば､庭園の深さは80cmほどであったと言う20｡残念なが
ら､センド-ヤの発掘調査は出版されることなく､その記録の所在も判明せず､
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発振の詳細は全くわからない｡したがって､80cmの深さが何を意味するのかは不
明であり､これから何らかの結論に導くことは困難であろう｡再度の発掘調査が
強く望まれるところだが､現時点で確実なことは総大理石敷きの十字路パティオ
が存在したこと､そして､それは四分庭園の植栽部を持つ ｢十字路パティオ｣の
伝統に従っていることであろう｡
アルハンブラの ｢庭園｣と ｢建築｣
『ライオンのパティオ』の主要建築は北側回廊中央に位置する 『二姉妹の間』で
あり､その北側中央に突出する 『ダラーハの展望台』には玉座が想定されること
から､『コマ-レスの間』同様､｢謁見の間｣であったと推定される｡この壁面を
飾るアラビア文字による装飾銘は､アルハンブラで最も優れ､かつ最も長い詩で
あろうと評価されている｡その作者はアル ･ジヤテイブの弟子で､師を後継して
時の大臣になったイブン･ザムラクである｡全24文の冒頭の1･2文は次のよう
に始まる｡
｢私は美しさで飾られた庭､その美しさを見るだけで､陛下には私の身分がおわ
かりになる｡というのも､私の王ムハンマドのため､過去 ･未来を通じて最上の
ものに､私は匹敵しようから｡｣
21
これに続く銘文では天井の鍾乳石ヴォールトを夜空の天に誓え､星団の輝く様
子を詠い､あるいは円柱､アーチ､大理石などの美しさに触れていることから､
ここを装飾する銘文は､当然のことならが､このホール 『二姉妹の間』を賛美す
るものとなろう｡したがって､冒頭の ｢私｣とはこのホールを指し､それが ｢庭｣
だと言っていることになる｡また第22文でも次のように記し､建築と ｢庭｣とを
ダブらせているのだ｡
｢これまでに､これほど豊かな果実と芳しい香り満ちた緑豊かな庭を見たこと
がない｡｣
22
ムハンマド5世の時世はグラナダ王国の最も平和な時期であり､それ故にまた､
最も繁栄した時代であった｡この王の時代にグラナダ芸術の最盛期を迎え､正に
同王のもとで現アルハンブラの古王宮の大部分が造営された｡その中心が 『ライ
オンのパティオ』であり､そしてそのコア建築が『二姉妹の間』であった｡この『二
姉妹の間』が ｢庭｣と言うのである｡
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このクッパ 『二姉妹の間』は､他のアルハンブラの建築同様､次のような特徴
を持つ｡『ライオンのパティオ』側の入口を入ると､直角方向に延びる細長い空間
があり､これを通過後､中央に噴水の配された正方形のクッパ､さらに前進すれ
ば､またしても直角方向に延びた長方形の 『アルヒメセス (二連アーチ窓)の間』､
そして中央先端に位置する玉座の 『ダラーハの展望台』に達する｡この展望台は
正面の入り口側を除く3壁面全体が開口されており､下に広がる『ダラーハの庭』
を眺めることができる｡正に庭園に
浮かぶ東屋である｡現在この庭園は
カルロス5世により増築された諸室
により閉ざされた空間になっている
ものの､それ以前の16世紀第1四半
世紀までは､解放された庭園であり､
城壁外に広がるグラナダの絶景を享
受できた｡すなわち､パティオとい
う中庭から入り､そして抜けると､
またしても､外庭に達し､眼下には
眺望のきく絶景が眺められた｡しか
も､この室内空間中央には噴水があ
り､天井には夜空の天球が抽象化し
てある｡このクッパ 『二姉妹の間』
は庭園の中の東屋であり､比喰的に
言えば､十字路庭園の中央交差部に
位置する東屋に相当し､その中心に
噴水が存在することになる｡
図18 アルハンブラ､二姉妹の間､パティ
オ側入口から ダラーハの展望台
最も重要な建築が庭園の中の東屋に過ぎなくなる｡メインは庭で､建築はサブ
に過ぎない｡パティオにいると屋内にいるように感じ､室内にいると屋外にいる
ような錯覚に陥る｡しかし､すべてが庭にいると思えば､納得できることであり､
酷暑の砂漠環境に育ったアラブ人イスラム教徒に遡るなら､理想の建築､理想の
園と言えるのであろう｡それが､緑豊かなグラナダのスペインで達成されている
のである｡
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8.まとめ
スペインにおいておおよそ8世紀間続いたイスラムの庭園は､これらアルハン
ブラの庭園をもって終わる｡以降はもっぱらキリスト教徒の庭園となり､特に18
世紀初頭のスペイン継承戦争以降はハブスブルク家からブルボン家に王朝が移り､
フランスの影響でバロック庭園が移植され､他の芸術活動同様､庭園においても
ヨーロッパ化が進行する｡しかしながら､長い間イスラムの支配下にあったスペ
イン南部のアンダルシア地方にはパティオというイスラム文化を継承する庭園形
式の伝統が根付き､この地域の特徴となって今日に伝わる｡明らかにこの後者パ
ティオの庭園形式の方がスペイン的であり､前者のバロック庭園はヨーロッパ一
般の形式と言える｡このことが､本稿 『スペインの庭』で前者のパティオ形式の
庭園を扱っている最大の理由になろう｡
ルネサンスに古代ローマの復興という側面があるように､同時期の庭園も古代
ローマのヴィッラ (別荘)に起源をもつと言える｡これからバロック庭園に発展
していくのだが､その過程でスペイン南部のイスラム庭園における水遊び装飾
(池､噴水､小川､水の階段など)が影響を与えた可能性がある｡その理由はグ
ラナダがイタリア人商人､特にジェノヴァ人と密接な関係にあったこと､またイ
タリア南部のシチリア王国やナポリ王国がスペイン･キリスト教国の一つ､アラ
ゴン王国の支配下にあったことなどにある｡このバロック庭園の最大特徴の一つ
に､本館の邸宅もしくは宮殿を中央に配し､それを中心に放射状に庭園がデザイ
ンされ､展開することにあろう｡本館は宅地の最も高い場所に位置するのが一般
であり､したがって､そのテラスからパースペクテイヴな庭園の眺望が享受でき
る｡これは庭園の中心に東屋があり､そこから四周の眺望を楽しむというイスラ
ムの庭園のデザイン思想に一致するものであり､アルハンブラの各クッパ (主
ホール)がこの思想の顕現であることは本稿で明らかにされたことでもある｡も
ちろん､この思想が西欧のバロック庭園に影響を与えたというつもりはない｡そ
うではなく､手法は一致しながらも､実現した庭園の具体像が全く相違すること
に注目したい｡違いの本質は恐らくスケールの問題にあろう｡バロック庭園は超
スケールであるのに対し､スペイン･イスラムの庭園は人間のスケールをベース
にし､決してそれから逸脱することがない｡それは建築自身にも言えることであ
り､前者では本体建築が絶対王政の御殿であるのに対し､後者では仮の住まいで
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ある東屋に過ぎない｡バロックでは眺望できる広大な庭園は人工の自然であるの
に対し､スペイン･イスラムでは眺望できる絶景は借景の大自然である｡前者で
は庭園内に人が入り､散策したり､時には乗馬したりして楽しむことができるの
に対し､後者のパティオ型庭園では座しての観賞を専らとし､緑と木陰､さらに
は香りと果実を提供する果樹があり､立っていても座っていてもその果実が取れ
るほど､人間スケールに対する拘りが見られ､体温を感じるような繊細さが認め
られる｡西欧のバロック庭園に対するスペイン･イスラム庭園の諸特徴は､多く
の点で日本庭園に共通することであろう｡イスラムの発祥地がアラビア半島､す
なわち西洋ではない東洋にあったことが､こうした共通性を生み出すのであろう
か｡不思議な現象ではあるが､同様の共通性が建築の世界でも認められるのである｡
最後に､イスラムとの共生により生まれたスペイン庭園の系譜を整理し､本稿
の結びにしたい｡
最初の後ウマイヤ朝モスクであるコルドバの大モスク (8-10世紀)は､ムハ
ンマドの家を原型としたモスクでありながら､その中庭 『オレンジのパティオ』
は発祥地の東方イスラムでは見られない特徴を最初から備えた｡それは､名が示
す通り､オレンジという果樹が植栽されていたことで､東方で一般的な石畳空間
とは相違した｡同じ後ウマイヤ朝が最も栄えた10世紀の造営された宮殿マディ
ナート･アル=サフラではベルシア起源の四分庭園が東方から移植され､後の ｢十
字路パティオ｣への基礎が準備される｡メソポタミアから地中海沿岸地域に典型
的なパティオ型住宅がこの宮殿でも基礎となっており､パティオを中心に宮殿が
構成されている｡その中で回廊型パティオの出現が見られるほか､池と植栽庭園
を持つ『小池のパティオ』も出現している｡これは反転合成すれば､十字路パティ
オに発展可能な形式であり､長方形パティオの短辺に3連アーチの開口部も見ら
れる｡後ウマイヤ朝が崩壊し､スペインのイスラム世界が弱小国に分裂する11世
紀､サラゴサのアルハフェリア宮殿中央パティオには､上記 『小池のパティオ』
を反転合成した形式が出現する｡同じく長方形の両短辺前には池が配され､その
背後にアーケードの連なる前廊が見られるものの､十字路を形成していたかどう
かは判明していない｡
しかし､12世紀になれば､明確な十字路パティオの遺構がムルシア王イブン･
アルダニスの城塞 『カステイリェ-ホ』に見られる｡また､同王が首都ムルシア
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に建設した宮殿 『ダル ･アスニスグラ』も同じく長方形の短辺に2つの池を持つ
十字路パティオを中心コアとし､その十字路には水路が切られ､それらは中心の
池で交わり､その交差部に東屋があった､と発掘調査で判明した｡ここに最も典
型的かつ理想的な四分庭園が出現したことになるが､まだ推測の域を出るもので
ないであろう｡同じ12世紀から13世紀前半にかけ､ムワッヒド朝のスペイン側首
都として栄えたセビーリヤでは､それ以前から存在した王宮が拡張されたO増築
された宮殿はすべてパティオ型であり､数種類の十字路パティオも発掘されたり､
復原されたりした｡そのうちの 『モンテリア宮』の十字路パティオは四周に小川
が走り､十字路は1m下がり､四分割された植栽庭園部はさらに50cm落ちる｡名
称が 『十字路パティオ』という大パティオは2層構成であり､下層の長軸に細長
い池が配され､上層には十字路が架けられる｡2層の高低差が4.7mもあることか
ら､このパティオは特殊な条件下で生まれたものと考えられる｡同じく十字路パ
ティオと想定できるものが同タイプで復原されている 『インディアス通商院パ
ティオ』である｡この場合､十字路に細長い池が切られ､交差部の円形の池につ
ながり､四つの植栽庭園部は2mほど下がる｡もっともアルマグロの推定に従え
ば､ムワッヒド朝時代の同パティオは 『カステイリェ-ホ』型の十字路パティオ
であり､現在復原されているようなパティオは14世紀､すなわちアルハンブラの
主要部が建設されている時代のキリス ト教徒による改造と考えられる｡同じく
12世紀末のセビーリヤ王宮には､長方形の池を中央に配するだけの 『石膏のパ
ティオ』も出現する｡また､ムワッヒド朝のセビーリヤには長方形パティオの短
辺両方に池を配し､両者を結合する細長い池で長軸を形成し､その両側に落ち込
んだ植栽庭園部を持つ遺構も発掘されている｡他方､ムルシアの13世紀前半には
『石膏のパティオ』と同じく､長方形の長軸に長い池を配したパティオ､ただし
3分割され､中央が池で両側が植栽庭園部､そして短辺にアーケードを持つ前廊
形式の遺構が発掘されている｡
13世紀半ばになると､グラナダ王国を除くアル ･アングルスはキリスト教徒に
より再征服される (コルドバ 1236､セビーリヤ1248)｡再征服当初はセビーリヤ
王宮の 『十字路パティオ』改造で見られるように純ヨーロッパのゴシック建築で
あったが､14世紀に入ると様相は一変する.アルフォンソ11世 (1312-49)によ
り着工されたコルドバ新王宮では 『カステイリェ-ホ』に酷似する十字路パティ
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オが出現し､同じく同王の手になると推測されるグアグラハ-ラ王宮では十字路
パティオの中央に大きな池が配され､回廊がパティオ全周を巡る構成が生まれる｡
同王と息子のペドロ1世残虐王 (1350-69)の両王が関わったと推測されるトル
デシ-リヤス王宮の 『ベルヘルの中庭回廊』は 『カステイリェ-ホ』型の十字路
パティオであり､グアグラハ-ラ王宮と同じく回廊が四周を取り囲む｡そしてセ
ビーリヤ王宮のペドロ宮である｡この 『ドンセ-リヤスのパティオ』は当初長方
形の短辺に2つの池を配するものであったが､両者を結ぶ長方形池を縦軸とする
3分割パティオとなり､両側に沈んだ植栽庭園部を持ち､回廊により全周が取り
囲まれる｡
トルデシ-リヤス王宮で用語 ｢中庭回廊｣を使用した理由は､この王宮が､そ
の後､寄贈されて王立サ
ンタ ･クララ修道院に
なっており､修道院の場
合､同じ場所が ｢パティ
オ｣ではなく､｢中庭回廊
claustro(クロイスター)｣
と呼ばれているからだ｡
語源的には､前者は空地
欄 を指し､後者はラテン語
聖 よこsvt二二(蒜 品妄言
図19 ブルゴス､王立ラス ･ウエルガス修道院､中庭 れた場所)に由来し､｢回
回廊 『ラス ･クラウスティーリヤス』 廊｣を意味する｡すなわ
ち､西洋の修道院は､スペインでは大聖堂も含めて､中庭回廊を必ず持ち､語源
から言っても回廊の存在はそうした教会建築に必要不可欠な条件になる｡これで
も明らかなように､パティオ回廊が中庭回廊に由来する可能性は十分にあろう｡
例えば､12世紀創設の同じく王立ラス･ウエルガス修道院はイスラム手法を取り
入れたムデハル建築のサンティアゴ祭室 (13世紀)を持つことで知られる｡この
修道院の最古の部分に属すロマネスクの中庭回廊 『ラス･クラウスティーリヤス』
(12世紀末)は中央に噴水を持つ十字路パティオで修復されている(図19)｡また､
ムデハル建築として知られる王立グアダルーペ修道院の 『ムデハル』もしくは
il印
『奇跡の』中庭回廊 (1389-1405､図20)は中心に泉殿 (1405)を持つ十字路パ
ティオであり､パティオの一角にも手洗い用の泉殿を配する｡この十字路パティ
オの中心には18世紀まで噴水が存在し､この噴水を覆うために泉殿が建設されて
いたのである｡ムデハル建築とは､一般に､イスラム職人の手になる建築を指す
ことから､この泉殿はイスラム庭園での十字路パティオの中心に位置する東屋に
相当しよう｡また､中世のシトー 会修道院で典型的に見られるように､中庭回廊
には食堂が面しており､その前面
のパティオ側には手洗いの泉殿が
突出している｡こうした泉殿付き
中庭回廊がキリスト教修道院での
伝統になってもいた｡
他方､イベリア半島に唯一残さ
れたイスラム教徒のグラナダ王国
では､長方形パティオの縦軸中央
に細長の池､その両側に植栽庭園
部を配し､短辺にはアーケードの
前廊を持つ3分割パティオが庭園
の伝統として定着した｡この最高
傑作が 『コマ-レスのパティオ』
であろう｡また､この3分割パ
ティオ中央の池を水路に変え､短
軸中央にも軸を持つ十字路パティ
オも見られる｡これはグラナダ以
前の十字路パティオの縦軸に水路
図20 王立グアダルーペ修道院､ムデハル中
庭回廊
を切ったものと見なすことができる｡へネラリーフ工の 『水路のパティオ』に見
られる形式である｡そして､回廊で囲まれた十字路パティオが 『ライオンのパ
ティオ』で出現する｡建設者のムハンマド5世がペドロ1世残虐王の親しい友人
であること､また隣接するキリスト圏修道院に見られる多彩な泉殿付きの中庭回
廊の諸例などを考慮するなら､『ライオンのパティオ』の回廊と泉殿構成､そして
林立する白大理石円柱による構成は､スペイン南部において生まれるべくして生
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まれたと結論できそうである｡
十字路パティオの系譜はここで終わるものでない｡十字路は十字架にも直結す
るから､キリスト教建築とも密接に関連する｡前記した修道院中庭回廊が十字路
パティオを形成するであろうことは､傑刑のシンボルである十字架と無関係では
図21 フアン･デ ･エレ-ラ:エル ･エスコリ
ア-ル修道院､平面図､右上が 『福音史
家パティオ』
図22 エル･エスコリア-ル､福音史家パティオ
あるまい｡イスラムの楽園を象
徴する十字路パティオは､同時
に､キリスト教的楽園､すなわ
ち天上の王国をも象徴すること
もできるのである｡
スペインの黄金世紀､フェ
リーペ2世の戦勝を記念すると
同時に､スペイン帝国の栄華を
象徴するエル ･エスコリア-ル
修道院 (1563-84)は､修道院､
王宮､王廟聖堂､神学校､図書
館よりなる巨大な建築複合体で
ある｡すべての平面構成が十字
を基本にしていることは明らか
であり､修道院の主要なる中庭
回廊に当たる 『福音史家パティ
オ』は大小の十字路パティオの
組み合わせであり､大十字路の
交差する中心にはクラシックの
泉殿が鎮座する (図21-22)｡ま
た､アント二･ガウディ (1852-
1926)の隠れた最高傑作 ､後の
サグラダ ･ファミリア聖堂に変
貌することになるタンジール計
画案 (1892-93､図23-24)もま
た､アフリカにおけるキリスト
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図23 ガウディ:タンジール計画案1892-93
図24 ガウディ､同上計画案､平面図
(鳥居による復元設計)
教伝道の本部機構､フランシス
コ会修道院､高等教育機関､大
聖堂よりなる巨大な建築複合体
として計画された｡この平面構
成もまた､基本に十字路パティ
オがあり､四分割された庭園部
は半円形平面の4つの独立した
パティオに変換され､大十字路
の交差する中心には泉殿を神の
家である聖堂に置き換え､泉殿
は環状棟回廊で囲まれた半円形
パティオの中心に設けられてい
る｡最後のパティオ回廊と泉殿
は論者の推定ではあるが､スペ
インが生みだした大建築家の幻
のプロジェクトにおいても､ベ
ルシアの楽園､イスラムの楽園､
キリスト教の楽園でもある天上
の 『神の王国』(神の家)の伝統
的な背景が潜んでいるのである｡
(完)
1拙稿 『スペインの庭 (1)』および 『同 (3)』は 『麟麟』(神奈川大学経営学
部十七世紀文学研究会)､第18号 (2009年 3月､108(13)-88(33)頁)と
第19号 (2010年 3月､68-90頁)､『同 (2)』は 『国際経営フォーラム』(神
奈川大学国際経営研究所)､No.19(2009年7月31日)､pp.215日43頁に掲載さ
れる｡
114
2Machuca,Pedro:"Plan°parcialdelaAlhambradeGranada,conla
Alcazaba,laCasaRealViejayelPalaciodeCarlosV"(629x1300mm),
マドリード王宮図書館RealBibliotecadeMadrid(CD/51F1.55-F2.9).この
図面には日付の記述がなく､制作年は早いもので1527年､遅い推定で1542年と
されている｡
3TorresBalbまS,Leopoldo:"ProyectodeReparaci6ndelashabitacionesde
losGobernadores"(Granada18Abril1929)､この計画案添付図面による｡
ArchivoGeneraldelaAdministraci6n(AlcaladeHenares)所蔵
4Contreras,Rafael:EstudiodescriptivodelosmonumentosdrabesdeGranada,
SevilayCdrdoba(ただし､内表紙のタイ トルは以下のように異なる :Delarte
dylabeenEspahamamfestadoenGranada,SevilayC6rdoba♪orlostrleSmOnumentOS
♪rinciPales,laAlhamb71a,elAIcdzarylagranMezquita-APuntesarqueolbgicos),
Granada;IndalecioVentura,1875,p.259
5パティオの平面規模は トー レス ･パルバス (TorresBalbas,Leopldo:La
AlhambrayelGeneydlfe(LosmonumentoscardinalesdeEspa元aI(II),Madrid;
EditorialPlus-Ultra,1953,p.63)による｡ただし､オリウエラによる最近の調
査では不整形な長方形で北辺23.40,南辺23.00､東辺37.10､西辺36.30m､面積
851m2(orihuelaUzal,An tonio:CasasypalaciosnazariessiglosXTII-XV
Barcelona;Lunwerg,1996,p.84)である｡また､同じオリウエラ作成の図面に
よる池の規模が約34.50×7.20×深さ1.30m (同前書,OrihuelaUza1-1996,
pp.83,94)に対し､19世紀のラフエンテは124×27×深さ5ピ工と記述する
(LafuenteAlcantara,Miguel:HistoriadeGranada(復刻版),Granada;
UniversidaddeGranada,1992(初版-1845)､TomoIII,p.144)｡ピ工はフィー
トに相当する単位だが､スペインのピ工は約28cmになるから､池の規模は約
34.72×7.56×1.4mと計算される｡
6TorresBalbas,Leopldo:LaAlhambrayelGenerahfe(Losmonumentoscwdinales
deEsPa元aI(II),Madrid;EditorialPlus-Ultra,1953,p.65
An dresNavagero:"ViajeporEspaaaH,en GarciaMercadal,a.:VT2'ajesde
extranjerosPorEspahayPortugal,desdelostiemposmdsremotos,hastafinesdelsiglo
∬〝(Recopilaci6n,traducci6n,pr6logoynotaspor- -),Madrid;Aguilar,
115
1952,TbmoI,p.854
7この高さ関係の寸法は トー レス･パルバスの図面 HproyectodeReparaci6mde
lagaleriasurdelPatiodelaAlbercaenlaAlhambra,6-ⅠⅠⅠ-1926"(Archivo
GeneraldelaAdministraci6n,AIcaladeHenares所蔵)に基づく｡
8Pav6nMaldonado,Basilio:EstudiossobrelaAlhambra,Granada;Patronato
delaAlhambra,1975,vol.Ⅰ,pp.67-68
9G6mezMorenoyMartinez,M.:GuiadeGranada,Granada;Universidadde
Granada,1998(復刻版,1892年初版),TomoI,pp.45-57
Fernandez-Puertas,An tonio:HistoriadeEsPahadeMene'ndezPidalI(Ill-4,EI
ReinoNazarideGranada(1232-1492),Sociedad,vidaycultura,Madrid;Espasa-
Calpe,2000pp.242-44
10Ibna1-Jatib:Nuradatal-9irdbf2'′uldlatal-igtirab,oseaSacudidadealforjas♪aya
entretenerelexilio,"Nurada-IIr (ラバット手稿),182-83,403123葉
GarciaG6mez,Emilio:FocodeantigualuzsobrelaAlhamb71aIDesdeuntextode
lbnal-Jatiben1362,Madrid;InstitutoEgipciodeEstudiosIslまmicos,1988,
pp.146-47,236-37,
llVitruviO,NarcoLucio:Losdiezlibrosdewquitectura,Barcelona;Iberia,1970,
pp.86-90,93-94/『ウィトル-ウィウス建築書』(森田慶一訳註)､東海大学出版
会､1989(初版),pp.89-93,96-100.直訳タイ トルは 『建築十書』であり､その
第四書第一章と第三章にプロポーションの記述が見られ､本文で述べたように､
数字にばらつきが見られる｡
12LafuenteAlcantara,Miguel:HistoriadeGranada(復刻版),Granada;
UniversidaddeGranada,1992(初版,1845)､TomoIII,p.149-60.円柱の高さ
10ftX直径8.5in､これに従うと､約12倍の比率になる｡しかし､以下の縮尺
1/50の図面を実測してみると12倍から14倍程度と推測される｡TorresBalb畠S,
Leopoldo:"Alhambra/ProyectodeReparaci6ndelasgaleriasdelPatiode
losLeones,30-IX-1926日(ArchivoGeneraldelaAdministracion,Alcalade
Henares所蔵)
13Gaudi,An toni:AZ･untesdeReus(レウス市立博物館所蔵の手稿),Barcelona,
1878-79,冒頭部 (第5葉表)/『建築家ガウディ全語録』(鳥居徳敏編 ･訳 ･注
116
解),中央公論美術出版,2007,p.193
14Swinburne,Henry:TravelsthroughSpain,intheYears1775and1776,London;
P.Elmsly,1779,p.178bis,図版 HcourtoftheLionsintheAlhambraor
MoorishPlaceofGranada"
15An toniodeLalaing,seaordeMontigny(1480-1540):"Primerviajede
FelipeelHermosoaEspaaaen1501日,注6の書,Garcia-1952,TomoI,
pp.474-77
16An dresNavagero: "ⅥajeporEspahaH,注6の書,Garcia-1952,TomoI,
pp.854-57
17MarmotCarvajal,Luisdel:mstoriadelRebelidnycastigodelosmoriscosdel
reinodeGranada,Mまlaga,1600(RealAcademiadelaHistoria,1797)/
BibliotecadeAutores,Hl'StoriadwesdesucesosParticulares(Vol.XXI,pp.123-
365)/Malaga;EditorialArguval,2004,pp.38-39
18Murphy,JamesCavanah:ThearabianantiquitiesofSpain,London;Cadel&
Davies,1813,Pl.XII"GraundPlanoftheAlhambra"
Taylor,Isidore-Justin-Severin,Bar6n:VoyagePitoyesqueenEspagne,en
Portugaletsurlacated'AfriquedeTaugeraTe'tonan,Paris:LibrairiedeGideFits
(TypographiePlonFeeres),1832,Pl.96 "CourdesLions,Al hambraH
Goury,Jules,andJones,Owen:Plans,elevations,sections,anddetailsofthe
Alhambra,London;Vizetelybrothers,1842,PlateIII"plandelaCasaReal
arabe,enlaFortalezadelaAlhambraH
Roscoe,Thomas:ThetouristinSPain-Granada,ilustratedfromdrawingsby
DavidRoberts,London;RobertJennings,1835,p.245bis"courtoftheLions"
19GiraultdePrangey:SouvenirsdeGrenadeetdel'AlhambraParGiraultde
Prangey.Lithograghiesdessine'sd.aPre'ssestableaux,Plansetdessinsfailssurles
lteuxen1832eten1833,Paris:VeithetHauser,1837/(西語復刻版)Granada
ylaAlhambra,monumentosd71abesymoriscosdeC6rdoba,SevilayGranada-
RecuerdosdeGwanadaydelaAlhambraPorGiraltdePrangey.Paris1837,
Barcelona;EscudodeOro,1982
20Pav6nMaldonado,Basilio:Tratadodeayquitecurahispanomusulmana-Ill.
117
Palacios,Madrid;CSIC,2004,pp.500-07
21GarcfaG6mez,Emilio:1bnZamrak,el♪oetadelaAlhambra,Madrid;Real
AcademiadeS.Fernando,1943,pp.134136/Poemasdyabesenlosmurosy
fuentesdelaAlhambra,Madrid;InstitutoEgipciodeEstudiosIslamicos,1996
(初版1985),pp.115-19
Santiago,Emiliode:LavozdelaAlhamb71a-GuiapaytZeSCuCharlos♪oemas
alhambre元os,Granada;LaBibliotecadeLaAlhambra,2009,pp.105-07
22同上注参照
118
